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津

監

ヰ

リ

ラ

タ

ン

史

段

、

販

制

出

方

の

キ

リ
ラ
タ
ン
の
津
娃
へ
の
流
錨
設
中
広
に
一
一
一
時
期
に
吉
分
す

3
亭
か
出
来
一
品
。
静
六
d

‘
一
溶
接
の
京
鍾
・
安
一
況
に
よ
石
喝

放
の
話
期
、
京
阪
熔
方
か
、
り
の
涜
罪
者
に
よ
苓
抵
還
と
時

舟
を
問
ば
く
し
て
鴎
括
主
主
を
迫
事
の
中
期
、
キ
リ
シ
タ

ン
潜
伏
の
換
期
と
で
あ
還
。
本
格
は
初
期
め
潜
探
1

芳
庭

養
J
惜
、
中
一
焔
意
、
{
…
一
回
数
!
の
柴
内
接
近
表
取
翫
川
け
を
吃
の
で

ス》

ι

畏
十
な
話

< • 

、ン

タ
ン

石

戸

合

正

司
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1
4い
J
J
4

・

p

安
に
と
守
マ
は
刊
号
お
に
致
命
ぬ
万
一
あ
苓
。
，
従
ハ
ワ
て
本
題
諮
一

端
、
♂
製
品
川
は
談
合
側
の
資
料
柄
下
窃
号
、
こ
的
資
拘
引
に
一
対
す

拡
判
め
転
問
を
出
な
い
。

芳
下
、
現
庇
変
箆
さ
れ
て
い
苓
関
係
資
割
引
の
う
方
、
最

も
根
本
釣
な
、
ザ
で
し
て
一
軍
事
と
鬼
わ
刻
一
命
教
会
側
め
資
材

を
厚
け
て
議
宗
と
宗
門
と
の
関
探
五
一
政
ょ
う
。

教
丹
新
川
あ
否
有
志
宮
殿
昭
三
日
本
初
北

-m
濯
に
，

惜
し
、
東
灘
叫
念
館
る
ご
と
三
十
日
行
程
な
忍
タ
イ
か

一
フ
ド
ノ
〈

F
4
P
3
b
o
g
vの
マ
マ
息
ヨ
ハ
ネ
・
タ
オ
ン
ヤ

(
ハ
「

E
£

2
5
4
a
h
)が
宇
リ
ス
ト
の
兵
籍
に
綿
入
ぜ

わ
れ
定
。
来
信
宕
な
苓
父
の
男
に

d
り
で
実
芳
し
廷

の
で
拐
つ
疋
α

父
は
営
て
大
坂
に
於
で
イ
ル
マ
ン
*

ウ
イ
ω
仏
、
ノ
一
ア
か
の
慧
R
聖
教
の
誌
を
向
い
と
が
ー
本

茸
花
王
乃
て
で
の
誌
を
閉
ざ
魚
料
り
、
キ
リ
ス
ト
の
衛

し
苓
し
ハ
法
私
)
を
咲
く
・
吋
ベ
ヌ
泊
し
た
@
碕
一
一
一
国

翌
主
主
列
事
し
‘
す
べ
て
を
ウ
一
矢
口
諒
窮
し
そ

ご
の
上
に
も
一
一
一
一
一
国
語
教
を
奇
い
で
地
に
浮
叱
る
疑

問
点
一
関
与
し
と
い
と
患
っ
て
話
事
実
窓
註
記
、
生
謡

ル'

、L
4
1‘
.

 

と
末
開
の
命
に
よ
れ
，
て
帰
国
す
寄
ご
と
け
い
な

η
‘
事

怠
と
も
種
乳
で
忍
を
得
令
ノ
と
ぜ

η
た
の
で
、
+
一
歳

に
な
一
Q
次
突
を
宣
教
拐
に
治
し
て
党
九
を
畏
は
し
M
W

、

色
A
V
の
湯
川
密
扱
‘
長
男
に
屯
一
摂
津
ぜ
し
約
ん
が
だ
め

京
都
に
発
L
置
い
乏
。
訴
か
誕
教
の
出
来
苓
イ
ル
マ

ン
を
バ
竹
い
滞
り
た
い
と
然
を
し
て
い
だ
け
れ

e
t
‘

束
郡
に
円
以
舎
の
す
い
在
イ
ル
マ
〉
が
一
人

t
毘
石
川
川

つ
だ
の
?
、
最
涯
に
明
る
い
一
人

2
司
入
室
用
持
し

疋
。
一

η
は
キ
け
ノ
シ
夕
、
J

の
設
を
港
内
に
主
の
し
め

お
か
た
め
、
言
疋
一
つ
は
自
ら
の
合
沼
に
殺
を
較
之

マ
t
j
n
f
つ
前
落
下
あ
つ
だ
っ
父
か
法
私
を
震
ハ
，
芝
弘
リ

降
、
是
非
と
も
認
敬
一
舟
を
走
わ
す
必
要
が
お
一
会
一
ぴ
あ

ス
ノ
、
っ
。
伎
は
自
分
の
東
内
江
教
会
笠
啓
建
て
、
広
い

姥
的
援
骨
堂
す
7

穴
し
と
約
束
し
た
。
ハ
・
中
、
時
)
民
対

パ
ア
一
予
レ
芝
方
に
骨
語
、
つ
所
日
よ
-
ゆ
と
、
津
軽
の
自
に

は
金
釆
主
管
脅
か
累
い
の
モ
台
い
の
乞
人
守
を
稽
リ

守
い
ち
到
一
分
担
己
負
生
す
苓
狩
績
は
ぞ
れ
を
一
一
一
一
一
味

京
都
陀
詩
珍
し
で
試
揮
し

d
う
ど
、
パ
ア
一
声
レ
た
ち

に
話
療
し
た
惜
援
の
由
一
次
男
は
太
閣
の
小
桧
と
な
っ
て

箆
石
。
細
滑
走
パ
了
予
V
'た
今
に
建
い
に
来
た
・

-tj
リ
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ズ
ト
日
一
滞
依
す
て
く
決
九
し
て
唐
苓
知
炉
、
り
、
校
、
り
の

箆
教
の
写
を
載
注
芝
い
と
耕
地
祷
し
と
e

(

伊
K
M

明
白

れ
わ
が
怜
内
流
.7
魚
川
山
一
ゆ
佐
蛾
寸
一

川
ハ
下
高
信
・
信
北
東
s

信
ム
棋
の
一
械
を
追
う
で
者
薙
し
ト
?
っ
。

的
津
粧
品
痔

得
倍
，
が
・
ザ
モ
禄
十
今
一
一
一
自
大
浦
議
開
の
穫
を
釘
き
、
海
藻

弐
の
発
力
'
を
滞
程
一
月
か
、
り
お
足
し
芝
的
対
天
王
十
一
一
一
毎

{
…
一
昨
一
八
争
奪
)
亨
あ
ウ
た
。
当
時
、
中
央
の
，
扶
助
芳
戸
、

夫
正
十
勾
め
本
仇
仙
寺
め
凌
に
い
は
っ
て
中
リ
シ
タ
ン
東
門
は
、

で
の
大
な
る
よ
…

μ護
者
桂
一
日
一
吹
を
失
っ
た
に
七
均
ら
亨
、
〒
寿
志

間
?
の
い
約
ぜ
に
お
い
て
、
信
長
ピ
問
様
そ
の
苓
殺
を
許
L

'
む
の
ち

J
有
事
の
宣
言
の
期
比
来
援
癒
し
、
で
の
誘
来
は

桜
台
{
・
沼
~
U
4

一
め
殺
を
忍

L

7
・
寄
っ
た
。
斯
様
に
罵
倍
の
感

↑
一
向
し
疋
時
花
環
法
'
は
、
れ
伊
臨
畏
郡
宇
リ
h

ン
タ
ン
来
月
に

関
川
刊
し
た
召
致
、
文
兆
に
j

初
め
て
錨
求
、
渡
般
的
気
還
の
横

道
し
乏
一
一
時
代
一
ャ
あ
っ
左
。

義
ム
戸
市
は
、
法
藍
諒
一
誠
警
の
高

t
中
史
の
構
班
点
把
握
区

長
命
と
な
り
、
出
お
の
屈
指
上
売
立
に
混
ム
ヌ
し
、
務
を
運
・
」

て
中
兵
の
構
接
話
」
得
て
い
定
。
鳴
き
の
4
紘
一
等
業
物
伊
達
孫
、

正
一
一
存
邸
内
、
翌
ヰ
太
政
ズ
毘
佐
佐
告
J

り
れ
、
問
忽

へ
の
遠
征
が
開
場
古
れ
え
と
L

い
た
頭
、
部
ち
、
天
正

十
五
・
十
六
・
十
モ
ヰ
の
一
一
一
自
に
わ
た
っ
て
、
通
告
げ
同
意

曹
と
謡
史
し
v

ン
附
油
引
の
安
堵
を
得
ん
と
し
て
よ
烹
ぜ
ん
と

し
て
果
さ
な
か
ハ
ニ
乙
手
突
伏
ヱ
襟
主
語
常
事
「
浮
経
藩
突
い

に
麗
尤
答
。
上
烹
の
材
還
は
天
王
十
八
拝
?
寄
る
。
天
王

十
〈
金
一
:
女
桂
一
広
符
‘
、
一
ベ
謙
一
一
年
ζ

土
克
の
誌
ザ
ザ
ポ
怠
尤

る
が
、
遺
症
が
異
例
げ
に
終
近
し
た
鴨
川
一
枚
一
広
勾
の
よ
烹
怒
確

か
め
得
品
、
さ
な
擦
は
題
出
在
な
い
。

MmJL
、
こ
の
療
に
ぎ
一

々
で
場
喜
ピ
呑
次

ι
の
関
係
が
後
葉
ぷ
し
‘
委
主
ロ
wp'
智
分

の
一
叱
援
に
対
す
苓
不
安
お
抵
の
，
ぬ
需
品
引
を
招
来
し
て
庖

誠
意
哲
わ
ぜ
て
い
苓
等
将
、
制
鳶
必
さ
れ
て
い
な
い
折
、

歩
也
知
女
伐
の
慣
例
が
す
台
、
に
喫
話
さ
れ
て
い
苓
等
だ
、
教

会
側
の
誌
等
中
の
、
母
娘
十
一
才
に
U

う
1
4
の
A
q
A
W
勢

か
ら
誰
し
て
、
為
、
一
備
の
ト
一
芳
己
一
一
一
d
?

の
荘
一
天
同
ゅ
は
せ
権
実

ち
あ
答
。
従
ハ
rr

で
、
高
徳
べ
広
島
民
、
信
殺
の
来
同
大
め
祷

並
の
械
金
対
十
分
ゆ
め
つ
や
C

ど
方
え
て
大
患
は
な
い

b
ち
う
a

夫

E
ナ
五
'
年
一
〈
問
寸
八
日
‘
十
忍

g
r芳
吉
却
材
対
薮
令
，
壱

芳
し
、
一
務
教
勢
が
梅
小
遣
し
乏
と
は
い
え
、
宣
教
男
は
国

内

tegs
丹
市
殺
を
設
け
、

γ
の
緩
和
さ
れ
忍
め
を
侍
っ

て
い
た
e

義
信
部
第
初
に
よ
素
し
夜
天
王
a
T
入
奪
〈
一
笠
一
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H
7、

-

A
〆
/

た
0

)

待
の
臼
本
に
お
け
η
弓
教
会
の
環
試
は
「
僧
徒
の
、

数
段
壱
衆
、
い
る
立
八
一
回
O

入
者
り
」
(
一
一
リ
パ
品
目

U

刊
封
均
約
釘
街
灯
均
一
詩
吟
44域
引

一

時

)

で

の
L

符
の
六
月

二
十
日
に
は
、
ロ
ー
マ
少
年
建
使
ポ
滋
察
使
ワ
リ
一
一
々
一
一

ど
答
好
に
舟
濯
し
定
。
ウ
リ
一
一
ヤ
一
一
対
都
に
滞
在
中
、
信

右
前
品
川
ゅ
よ
り
顎
来
し
‘
ぱ
あ
官
、
れ
に
つ
い
て
機
構
し
だ
a

訪
文
名
門
誌
門
セ
多
く
「
謡
大
名
の
殺
笹
川
品
川
安
門

C
対
寸

志
信
は
一
尽
く
し
て
、
奉
敬
人
と

t
↑
伊
丹

'
A
匂
く
箆
尤
だ
り
時

見
者
同
ひ
げ
で
列
に
力
一
ア
シ
ス
モ
の
語
教
窓
礎
荏
た
り
。

γ

が
中
に
は
、
一
一
一
問
中
正
に
し
で
関
自
殿
に
袈
し
さ
，
前
回
実

左
密
門
の
詞
ラ
〈
詰
稲
田
村
長
)
乞
知
的
り
さ
。
〈
中
間

〉
く

F
o
:
ム
註
興
対
?
)
の
屈
の
大
供
(
討
津
軽
度

)
て
ま
花
閉
じ
ご
と
を
な
し
全
り
。
右
近
鰐
惹
A
ー
し
て

援
教
を
察
知
古
三
と
召
求
め
尚
一
小
門
に
入
リ
疋
忍
が
s

文、

閉
じ
費
出
(
笹
本
，
誌
商
問
ヌ
忍
禽
問
伊
奈
門
医
入
ス
，
f

っ

と
し
廷
が
‘

hx
は
大
大
名
一
'V'
毎
古
の
宮
遺
に
出
啓
モ
め
で

入
信
ロ
・
ぜ
っ
て
ま
ね
く
穫
々
の
危
際
空
局
定
で
潔
私
設
促

の
機
会
に
の
叶
げ
し
た
と
間
警
官
関
前
段
ロ
あ
本
三
と
玄
米
す

)
に
で
泥
兆
五
の
ほ
し
た
り
じ
(
『
講
話
)
訳
者
誌
の
如

く
、
果
し
て
よ
浮
襲
換
が
否
が
も
と
の
記
事
よ
り
は
試
が
に

、
議
後
湾
J

zt 

新
定
は
由
来
な
い
妓
、
諸
震
の
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
接
近
の

様
茅
波
鮮
時
に
揮
さ
出
一
合
引
毛
藩
撰
建
設
約
門
煙

c
t
穏

ω
れ
て
い
苓
ょ
う
官
、
興
嘆
深
い
記
録
下
あ
苓
@

文
様
金
問
か
、
り
慶
一
衰
の
始
以
に
A
V

吋
て
、
、
京
都
詐
司
式

新
田
‘
な
い
八
の
一
こ
す
の
改
衆
友
ぴ
で
の
処
務
教
mv

一
検
め
改

束
、
地
白
痴
信
、
一
原
秒
一
高
知
、
ホ
将
軍
高
、
調
川
興
玄
‘

キ
喜
多
脅
家
の
一
接
、
浅
野
幸
喪

γ
の
ぽ
s
y
教
の
大
名
A
的

役
衆
般
行
約
制
た
警
が
の
ウ
謡
+
℃
こ
の
一
慣
が
わ
・
切
伺
な

xv

丈
名
に
セ
、
い
さ
ふ
が
で

t
大
簡
の
係
争
、
右
犯
し
て
ι
似
て

?
の
怒
り
に
険
引
苓
貯
口
め
買
い
気
め
携
苓
を
の
は
棄
が
っ

た
之
庖
・
つ
で
あ
苅
J

つ
暗
黙
苔
に
、
グ
く
と
吃
キ
リ
ノ
シ
タ
ン

め
信
仰
を
乗
じ
だ
命
令
に
関
す
本
限
丹
、
平
決
時
金
く
一
反

対
一
デ
寄
っ
た
脅
亡
の
開
問
内
}
大
る
だ
武
士
守
政
蒸
す
渇
吃

の
と
安
か
っ
記
事
は
語
源
マ
な
か
っ

E
e
殺
の
め
煮
侠
釣
な

精
神
同
定
検
左
足
れ
・
7

令
必
ご
ろ
の
け
沫
ち
は
な
く
、
響
汽
・
4

わ
き
ど
こ
れ
を
犯
寸
七
め
1
4

如
く
で
揚
っ
た
己
(
パ
V
H
U

わ
む
け
↓
り
り
つ
む
と
い
、
っ
教
会
側
の
援
方
成
、
務
な
併

時
ヘ
J

猪
善
的
、
持
譲
時

y
…aMmり
い
丈
な
い
を
ち
う
華
民
接
、

努
事
成
中
央
の
持
政
書
と
し
て
路
め
て
公
然
と
捺
表
令
を

悲
し
、
キ
ヲ
ス
ト
教
に
湾
岸
玄
加
え
を
ご
と
は
‘
ヰ
ヲ
シ
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タ
ン
代
と
っ
て
す
伐
さ
上
く
表
命
的
な
大
事
件
予
現
今
を
。

し
か
し
、
芳
ち
の
長
田
情
緒
鏡
の
果
撃
は
英
A

件
、
右
衛
忠
ぜ
し

め
苓
事
炉
財
黒
字
、
キ
フ
、
γ
タ
ン
喝
の
勢
力
か
一
進
一
悲
し

在
ご
と
を
岩
事
え
た
鳴
合
、
持
『
挟
め
県
内
終
廷
の
可
能
柱
は

尚
存
し
、
当
時
よ
東
町
の
為
落
が
、
一
一
子
は
乏
九
芝
典
明
口

さ
丘
右
手
の
出
来
叩
合
格
志
会
な
索
阪
め
情
勢
で
誤
っ
た
と

軒一喝、
T

化、
h
リ
心
れ
お
の

実
に
続
前
来
月
に
零
近
し
た
の
は
佃
何
な
忍
動
犠
か
わ

が
、
一
x
、
一
歩
涯
λ
ち
安
迭
に
室
内
辛
が
つ
た
め
は
組
荷

な
一
合
理
由
か
玄
究
明
し
寸
つ
A

動
機
に
ヴ
じ
て
い
之
段
、

純
粋
否
岳
部
わ
ん
が
誌
富
釘
強
丘
〈
め
時
間
w

営
再
ぬ
い
犯
主
主
将
、

制
相
以
}44

知
識
芝
山
お
り
ユ
れ
マ
嘗
指
め
議
ル
%
を
お
ら
わ
/
れ
と
し

た
場
実
的
利
強
笠
京
が
ら
が
、
文
、
新
苛
な
乞
の
を
認
め

流
行
を
濯
、
っ
と
い
う
単
な
る
浮
一
一
見
必
か
、
と
に
か
く
法
仰

と
い
う
内
面
的
者
向
患
の
震
鎖
的
体
間
難
で
あ
り
推
剰
の

‘
設
を
出
な
い
。
ゐ
信
の
雪
深
主
持
凶
げ
た
理
由
ピ
し
て
ー
買

融
州
、
け
い
靖
咋
た
ん
ヰ
鞍
停
に
あ
惹
寸
4
A
閤
の
命
但
よ
xv
惑
撃
の

品
川
国
い
と
、

-
q
h
エ
ん
‘
シ
ユ
タ
イ
シ
工
〉
の
「
キ
リ
ノ
シ

タ
ン
大
名
」
め
停
に
「
嬰
寺
戸
椴
右
畑
、
る
事
が
出
家
な
か

っと
L

K
い
う
ニ
ぃ
突
が
挙
時
わ
れ
忍
o
w
q

て
申
引
の
急
遅
滞

j 

盟
主
芳
犠
措
く
さ
れ
を
苧
蕗
ど
し
て
、
つ
京
様
日
記
」
〈

宇
時
計
叩
一
都
荒
)
に
「
文
義
字
情
↓
一
一
月
・
慶
長
一
品
政
宏
ゴ
一
一

巧
五
百
岩
桝
明
石
大
和
金
、
一
?
?
安
芸
商
人
規
越
え
婦
は
昨

号
‘
大
勢
政
投
村
来
b

一
一
一
男
持
え
す
パ
法
違
高
占
拠
若
致
技
。

英
字
忍
一
人

m
按
一
践
し
を
安
来
引
が
護
帝
都
江
簿
作
議
。

石
ば
法
令
・
よ
句
誤
判
支
必
林
文
一
一
-
符
兆
烹
打
京
侯
自
己
ハ

ピ
h
.
m
u五
位
一
一
局
史
L

仁
は
、
教
事
件
付
け
農
法
一
一
写
の
環
日
記

さ
れ
て
占
め
る
〕

ヒ
ポ
苓
京
、
と
の
苧
件

m為
舟
一
副
し
た
と
し
て

t
、
ぞ
の

後
よ
?
と
~
ミ
郊
の
裁
会
見
好
演
モ
ホ
ハ
リ
た
笹
マ
湾
苓
。
芳

一
一
ぃ
兵
め
静
日
告
の
作
一
一
一
…
一
一
一
較
の
十
央
雰
奪
m
m
g
接
金
活
と

の
照
裂
か
の
い
っ
て
2

東
一
誌
の
一
企
へ
一
憶
の
諸
伏
揺
宣
な

宅
め
と
し
て
智
叫
況
の
諸
説
と
な
ア
廷
セ
の
と
お
え
の
れ
奇

前
、
若
し
革
、
に
発
向
に
入
守
安
一
宏
伸
州
努
忍
な
の
段
も
要
喪

へ
の
ん
報
誌
一
主
主
義
寸
足
止
す
な
芯
し
て
閉
経
ー
な
事
ち
は
な
い

合
同
今
、
っ
。
夜
り
に
以
上
の
一
一
呉
古
田
可
法
問
止
の
一
国
ヒ
し

て
モ
、
決
定
的
守
一
号
間
は
判
笠
木
め
の
米
杏
乙
老
斗
化
石
品

部
方
、
?
の
A
恨
の
安
官
、
家
環
の
抱
一
山
内
に
材
寸
一
の
一
驚
京
の

梗
必
ヒ
待
芯
の
人
鈎
M
'
k

の
も
の
に
来
品
在
-
平
炉
出
来
持
し

な
い
か
ス
ご
っ
か
n
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時
-
h
J

、
暖
ん
ヰ
こ
一
応
忍
智
}
十
一
足
す
入
自
の

サ
ツ
・
フ
ェ
リ

y
f、
老
帯
件
は
秀
吉
を
激
溶
か
一
げ
で
援
に

翠
ヰ
一
一
埼
玉
昌
一
長
崎
丘
中
に
お
い

γ
一
一
÷
六
名
の
本
行
ノ
シ

タ
ン
娃
刑
が
行
わ
れ
を
e

こ
L

江

主

勺

で

γ
京一

a
ち
の
秀

吉
の
接
持
沿
キ
リ
シ
タ
ン
へ
の
態
震
郊
鮮
関
に
な
り
、
宗

門
に
ち
意
を
血
今
回
在
苓
語
犬
。
相
官
与
え
た
影
響
ロ
深
刻
牟
せ

め
カ
あ
っ
定
。
積
舎
に
対
す
苓
持
政
事
指
め
態
度
は
瀬
く
摂

ル
仇
し
て
き
む
・
@
震
表
一
一
一
坪
ハ
月
十
八
'
'
自
の
，
労
苦
の
一
先
に
よ

り
、
一
持
参
凍
の
路
建
的
な
宇
け
J

N

J

夕
、
J
4
隊
第
訴
行
灯
封

た
が
、
黙
し
で
引
は
終
の
卒
必
寄
付
械
な
が
乃
だ
e

明
易
の

刻
芸
追
求
す
る
為
に
必
な
の

?
t
J暗
黒
+
人
を
接
、
っ
た
に
意
書

事
、
マ
品
川
て
芳
一
フ
ン
h
F

の
出
理
げ
い
よ
れ
り
熊
本
と
分
灘
し

7

貿
易
A
W

討
を
・
求
め
一
合
亭
め
可
鮭
殺
が
宝
じ
、
幕
府
め
顕
hm

碍
立
に
つ
氏
、
早
嘘
家
療
の
中
け
J

シ
ム
て
J

政
策
法
捜
北
寸

志
あ
ろ
、
っ
事
が
予
想
往
来
一
会
楕
勢
計
二
あ
つ
を
e

が
¥
‘
苓
情

勢
の
疫
化
三
亀
山
…
%
は
予
知
出
来
な
か
っ
た
ち
あ
ろ
、
っ
か
。

筏
、
持
品
借
日
投
め
で
合
強
的
な
異
議
撃
ち
務
ハ
リ
託
。
戦

国
大
名
め
常
と
し
て
箭

tr'rhm，
獣
迭
を
問
炉
、
保
身
の

-
掲
げ
い
叡
謀
術
策
，
を
め
ぐ
ら
し
‘
隣
国
秋
忠
実
苓
に
対
七
笥

誕
の
景
・
1

叫
提
逝
と
結
び
・
海
発
信
一
塩
に
封
し
誇
綴
の
怠
戸

政
策
定
一
通
じ
、
持
軍
の
努
力
俳
輿
荊
広
神
ぴ
者
将
誌
LPJ誠

実
主
材
ぢ
、
車
く
か
ら
宇
央
の
情
勢
一
私
設
最
よ
耗
遜
蓄
量

し
て
入
4

寸
し
・
乏
く
詠
仁
活
誌
の
時
《
を
遊
泳
し
、
領
法

の
す
態
密
封
ヴ
で
藩
の
基
波
宮
屈
め
て
い
つ
乏
骨
一
刻
限
な

治
信
雄
、
家
療
の
相
ぜ
立
お
け
忍
怒
意
向
な
キ
リ
U
J

タ
ン

対
東
は
、
臨
場
の
利
を
自
説
…

ζ

L

E
一
時
的
な
と
の
で
、

却
が
で
脅
さ
ζ

開
緑
、
、
蕉
A
T
主
将
石
材
、
裁
ス
f
つ
ご
と
を
察

知
し
て
、
宮
河
内
が
ら
意
さ
か
っ
悲
ど
現
寸
志
警
戒
出
来
な

い
汚
う
っ
か
の
持
今
一
を
奏
し
て
鉱
山
さ
務
け
庄
一
滞
の
勢
力
保

持
口
調
ん
と
己
容
が
、
持
設
者
柿
訓
紫
絡
す
苓
出
示
内
に
接
J

注

し
、
誇
血
容
断
僻
喝
の
夢
自
主
招
く
一
還
を
犯
す
と
日
列
成
考
主

J

り
京
な
い
加
。
機
差
是
弓
口
敏
な
る
合
建
前
な
焚
畏
哀
で
あ

一Q持
桔
が
&
新
来
文
物
口
対
し
て
語
い
務
管
必
を
一
兆
し
、

外
来
国
外
淘
に
起
し
賀
{
港
区
し
て
・
し
か
も
較
瑳
に
波
長
毛

，
ん
と
し
で
県
内
に
遠
近
し
だ
母
、
げ
て
の
緩
の
新
偶
発
開
，
ぢ

偽
絞
容
の
紫
内
に
廷
す
忍
熊
芦
の
一
校
必
口
い
ち
は
叩
、
f

興

見
す
苓
俸
制
安
雄
之
/
ん
針
品
、
栄
避
の
一
線
，
磐
越
士
一
，
i

m
吠

法
す
%
、
信
仰
常
費
東
さ
・
4
・
}
苓
事
品
川
出
葱
字
、

mw
身
・
領
令
一

様
。
傘
の
持
‘
告
知
し
だ
と
窮
し
て

t
i
桜
島
大
名
と

L
T

拭
一
喪
主
主
矛
鹿
北
一
定
患
秀
ビ
認
が
定
一
な
い
一
一
ぞ
お
ち
1
3
d

一一一
-25-



1φ 

ω倍
.
霊

信
建
〈
一
日
一
腕
紅
一
r

T
ん…↑

t
町
一
戸
将
棋
J
U
M

ゆ
河
川
府
山
川
畑
一
持

制
戸
日
は
続
計
)
は
、
為
信
の
錆
芳
一
行
、
‘
天
正
ニ
金
六
月

十
日
大
浦
誌
で
令
一
乳
、
命
名
を
一
平
太
部
と
務
し
託
。
天
王

十

λ
毎
高
告
は
点
還
を
開
設
し
て
小
田
庚
に
よ
り
安
吉
正

謁
思
し
。
一
芳
芭
は
石
昌
一
一
一
成
を
民
て
一
千
太
部
を
一
広
際
さ

ぜ
、
災
五
位
一
?
に
愈
L

‘
宮
内
ケ
訴
は
仕
じ
を
荷
前
官
房

の
路
震
を
鐸
ぃ
、
後
昇
進
し
て
従
四
位
下
、
室
内
丈
翰
と

な
っ
託
。
慶
長
一
一
存
一
…
一
月
私
自
実
舎
の
蝶
ζ

細
部
拐
す
苓
占

う
芳
告
に
い
わ
れ
て
暗
払
惹
挙
防
長
。
磨
長
五
ι斗
織
内
F

ケ
深

め
ぷ
情
的
路
、
大
阪
誠
一
替
の
待
出
征
し
な
か
っ
た
。
慶
一
日
目
吹
九

詩
家
衰
の
A
W
に
よ
り
上
東
し
、
豊
臣
秀
穏
を
嘗
脅
し
‘
間

十
一
寺
南
島
町
療
養
の
拾
得
上
京
し
を
様
、
同
十
一
一
考
十
間
十

三
日
若
生
め
甲
斐
な
く
烹
窓
鍛
治
系
金
頭
宰
で
死
去
し
定
。

与
一
一
一
す
図
。
〕
一
千
戸
現
革
議
陸
キ
に
葬
の
れ
在
針
二
て
の
際
、

津
島
芳
次
穂
、
安
竿
惣
兵
衡
の
一
一
人
姉
弟
莞
し
官
。
〈

h

i
器
t
手
並
お
'
」
i
二
縄
の
一
a
L
一再
d

枯

7
浮
経
毒
記
伝
し

-r
・
掠
る
¥

告
患
は
大
関
の
小
世
主
九
ゆ
っ
で
麓
宏
諸
に
ご
港
、
花
，
一
明
日
教

ヰ
儀
作
延
山
W
↑c
h
d
け
ポ
院
な
ら
な
妙
っ
た

eγ
れ
ま
ち
円
い

疲
は
父
の
和
め
け
い
災
い
.
熊
賞
・
あ
苓
ヤ
r
ア
宣
教
掃
を
訪
れ
て
、

者
建
を
安
'
め
、
後
遊
ロ
宏
九
宏
一
寝
起
つ
伝
e

(

ぺ

片

山

外

山
パ
け
れ
が
一
件
付
一
ご
と
士
一
午
に
し
て
伎
は
獲
長
十
一
一
年

十
月
十
一
一
一
回
、
マ
・
治
的
a

一
切
に
宏
立
っ
て
桂
ー
を
ま
り
、
泊
中
止
惜
伎

が
犠
玄
髄
い
か
ρ

ハ
ー
報
担
一
路
持
L

)

ペ
リ
ン
ヱ
ヌ
は
「
担

本
知
支
持
史
L
A
W

中一川、「

E
事
の
殺
策
動
例
制
数
ヶ
闘
の
領

主
デ
ユ
か
サ
〉
、
ド
/
の
官
与
は
進
丘
一
向
、
政
虫
し
定
・
接
は

一
帰
途
神
父
の
一
人
を
遷
斗
実
り
領
内
巳
英
麓
な
夫
主
涯
を

謹
?
を
い
持
者
ザ
け
J
R
つ
君
。
川
机
(
ヤ
也
氏
陶
セ
な
く
被
が
撰
乏

し
在
時
…
い
ご
め
模
乏
し
い
期
詩
は
↑
伺
邪
気
取
に
な
「
，
て
し

ま

っ

た

ど

巴

っ

7
い
一
令
。

一一26一一

ご
引
の
の
記
が
今
、
父
急
が
栄
円
に
策
定
し
た
挙

時
、
一
一
寸
一
一
一
拾
の
青
年
一
守
勢
つ
信
建
の
奉
哉
の
勤
犠
は
、

公
叫
ん
一
ペ
倍
、
部
信
依
よ
り
も
合
主
的
下
寄
り
、
信
仰
色
発
祥
・

な
也
の
ち
は
な
か
っ
だ
か
と
捻
射
さ
抗
芯
。
突
し
、
で
の

信
仰
を
追
走
す
忍
よ
、
つ
な
簿
樹
あ
詑
蕪
と
し
て
、

コ
努
畏
七
年
春
=
同
事
一
六
議
衛
内
自
前
知
明
白
人
作
ゐ
乱
.

伏
Ej
神
的

a

仲
広
東
a

ゼ
マ
才
信
建

F
堀
越
、
戸
，

F
…
広
駕
p
，
g
z

大
熊
~
公
媛
一
理
之
m
e

宵

hm
程
一
一
石
・
諮
問
。
一
日
誤
火
場
1

笹
手
命
構
図
人
情
。

Ad
、臨将来

m.時
パ

W
F悲
刷
夫
人
議
火
傷

一
才
一
円
成
時
一
小
-
襲
。
亨
騎
還
義
d

症
?
?
会
主
戸
惑
。
鞍
枇
何
圃



似
可
〆

τ

百
人
妻
宮
J

a

m

人
嬬
跨
色
男
帯
、
学
界
令
忽
大
沼

o
F

万
人
韓
設
予
宮
¥
包
含
斜
-
ぜ
子
治
権
-
申
~
鎮
[
鶏
*
四
人

F
察
ひ
定
品
。
到
妊
襲
嘩
宮
人
-
。
+
原
藩
叫
一
口
北
ハ
得
。
執
』

一
円
勺
一
射
。
市
~
考
察

K
U
〈

1
h崎
い
や
議
4
M
L
)

と
あ
る
が
、
組
一
併
に
媛
史
の
中
〈
需
に
逆
よ
し
た
と
は
い
、

無
蜜
ま
り
家
径
の
饗
予
殺
務
は
、
自
殺
さ
え
モ
罪
悪
識
す
沼

教

義

を

宿

る

信

徒

的

行

額

と

し

で

は

甚

島

不

可

高

下

島
否
。
更
に
コ
慶
長
十
こ
十
月
一
ニ
日
法
務
一
一
一
ア
宇
一
一
一
寸

五
津
喝
特
義
高
路
江
戸
襲
警
守
一
一
葬
ん
殉
亮
一
一
人
津
控
淑

ニ
郁
喜
一
宇
怨
兵
衛
L

(

縛
齢
一
耕
輔
時
十
)
の
記
事
己
同
居

ゐ
壮
一
Q
叩
く
殉
死
者
続
出
入
山
則
定
。
自
殺
を
荏
之
罪
冨
応
援

・
寸
苓
猿
叫
坊
の
立
場
か
ろ
は
，
句
論
こ
の
一
喝
一
犯
と
い
、
つ
習
d
w

M
常
定
さ
れ
在
、
つ
は
字
誌
亨
h
v

っ
た
。
信
徒
の
貫
古
川
、

若
し
一
一
曜
の
社
会
償
習
に
経
勺
て
主
君
の
ゐ
に
指
一
銘
し
よ

う
と
す
別
段
、
教
義
と
で
む
書
籍
惑
を
務
す
と
と
、
な

zv
，

V
A

す
務
法
者
の
武
士
が
完
諜
を
宵
ピ
号
が
つ
だ
事
却
代
、
細
川

市
土
フ
シ
ベ
郁
待
セ
建
の
特
定
を
烹

u
m
w
行
艶
乏
し
を
倒
伏
、

較
会
側
の
記
祭
に
減
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落
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台
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翁
ぴ
べ
更
に
奥
顎

の
鎮
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掛
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し
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。
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川
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帯
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仏
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。
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録
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携
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滞
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懸
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。
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又
は
岬
わ
な
け

京
将
な
め
な
い
。
癒
っ
?
哲
一
家
締
と
抱
一
関
原
料
マ
は
担
感
維

持
高
義
ど
ボ
傍
崎
、
き
は
本
鈴
な
い
e

千
り
ヌ
ト

mw
教
は
疋

あ
口
宏
き
マ
倉
'
紙
芝
鏑
之
、
南
無
吟
法
謹
一
~
芯
一
議
官
く
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佐
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さ
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右
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磁
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築
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